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善
光
寺
の
鐘
で
午
前
十
一
時
、

開
幕
。
諏
訪
の
御
柱
祭
「
建
御
柱
」、

大
相
撲
横
綱
曙
関
の
土
俵
入
り
で

会
場
を
清
め
た
。
観
客
は
五
万
人
。

「
雪
ん
子
」
百
五
十
人
が
、
平
和

へ
の
思
い
を
込
め
躍
動
し
た
。

選
手
団
は
ギ
リ
シ
ャ
に
続
い
て

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
入
場
。
最

後
に
日
本
選
手
団
が
登
場
し
た
。

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
サ

マ
ラ
ン
チ
会
長
は
「
平
和
で
よ
り

良
い
世
界
を
共
に
築
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
天
皇
陛
下
が

開
会
を
宣
言
し
た
。

五
万
人
が
入
っ
た
会
場
は
、
世

界
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す

「
桜
の
花
」
の
形
。
地
雷
で
右
手

足
を
飛
ば
さ
れ
た
ク
リ
ス
・
ム
ー

ン
さ
ん
が
聖
火
を
掲
げ
て
走
る
。

ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
横
綱
が
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
代
表
し
て
上
が
っ

た
舞
台
に
、「
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
大

声
。選

手
た
ち
の
中
に
は
、
紛
争
の

苦
し
さ
、
悲
惨
な
思
い
出
を
抱
え

た
人
も
い
る
。
迎
え
る
の
は
子
供

た
ち
の
歌
と
踊
り
。
そ
し
て
、
五

大
陸
の
声
を
ハ
イ
テ
ク
で
結
ん
だ

合
唱
「
歓
喜
の
歌
」
だ
。
希
望
を

持
と
う
。
力
い
っ
ぱ
い
生
き
よ
う

ー
。「
戦
争
の
世
紀
」
最
後
の
冬

季
五
輪
が
、
平
和
の
実
現
を
目
指

し
、
世
界
に
向
け
て
声
を
上
げ
た
。
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Official

華やかに五輪開幕
第
十
八
回
冬
季
五
輪
長
野
大
会
は
七
日
、
長
野
市
の
南
長
野
運
動
公
園
で
開
会
式
を
行
い
、
二
十
世
紀
最
後
の
冬
季
五
輪
が
幕
を

開
け
た
。
史
上
最
多
の
七
十
二
の
国
・
地
域
か
ら
選
手
・
役
員
約
三
千
五
百
人
が
参
加
。
二
十
二
日
ま
で
の
十
六
日
間
、
長
野
市
、

北
安
曇
郡
白
馬
村
、
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
、
同
野
沢
温
泉
村
、
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
の
五
市
町
村
を
会
場
に
、
七
競
技
六
十
八
種
目

で
競
い
合
う
。

平和への祈りを込めてリレーされたトーチの火が伊藤みどりさんによって聖火台にともされた（午後０時４１分）

世
界
結
び「
歓
喜
」大
合
唱

参
加
国
・
地
域

史
上
最
多
の
72


